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災害に備える

水
害

　
平
成
24
年
７
月
12
日
に
発

生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
で

は
、千
年
に
１
度
と
い
う
大

雨
が
阿
蘇
地
域
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
28
年
４
月
16

日
に
は
熊
本
地
震
本
震
、同

年
10
月
８
日
に
は
阿
蘇
中
岳

の
爆
発
的
噴
火
と
、私
た
ち

は
、短
い
期
間
で
立
て
続
け

に
自
然
の
脅
威
を
体
験
し
て

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時
期
に

入
り
ま
す
。、災
害
は
私
た
ち

の
ま
わ
り
に
常
に
潜
ん
で
い

る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、こ

れ
ま
で
の
経
験
を
教
訓
に
次

の
災
害
に
日
々
備
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る

た
め
、楽
観
的
な
考
え
を
捨

て
、日
頃
か
ら
防
災
に
対
す

る
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害 防災情報に関するお問い合わせ

総務課防災対策室　☎ 22-3111

平成 24 年 7 月 12 日 内牧温泉入口交差点

平成 24 年 7 月 12 日 国道 57 号滝室坂
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　近年、台風や豪雨によって九州各地で水に
起因する大規模な災害が多発しています。
　台風や豪雨は、地震と違い事前に予測が可
能であるため、情報を収集し、早めの避難が重
要です。

風水害
から身を守る

対策の基本は
情報収集と早めの避難

日
頃
の
備
え

雨
が
ひ
ど
い
と
き

早
め
の
避
難
を
！

　

夜
間
や
大
雨
時
は
、避
難
そ

の
も
の
が
危
険
で
す
。大
雨
が

予
想
さ
れ
る
場
合
は
、本
格
的

に
雨
が
降
り
出
す
前
の
明
る
い

時
間
帯
に
、早
め
に
避
難
す
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

避
難
が
危
険
な
場
合

　
建
物
の
２
階
や
山
の
反
対
側

な
ど
、家
の
中
で
も
で
き
る
だ

け
安
全
な
と
こ
ろ
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

避難するときの注意点

●安全で動きやすい服装
　・長靴は水が溜まると動きにくくなるので厳禁！

●足元に注意
　・�歩行可能な水深は、大人男性 70cm、女性 50cmと
言われています。

　・マンホール、側溝などに注意しましょう。

●隣近所で声を掛け合って避難

●病人や高齢者は背負って避難

●子どもは大人が手をつないだり、
　ライフジャケットなどをつける

台風時など、雨風が強い中での
以下の行動は大変危険です。
絶対にやめましょう！

●田畑の様子を見に行く
●川の様子を見に行く
●屋根に上がって作業する

危険

防
災
情
報
の
収
集

　
気
象
台
の
発
表
す
る
大
雨
情

報
や
台
風
の
情
報
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。（
８
㌻
参
照
）

地
域
の
危
険
箇
所
や

避
難
経
路
の
確
認

　
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
で
お
住
ま

い
の
地
域
の
危
険
箇
所（
過
去

に
浸
水
し
た
場
所
な
ど
）や
避

難
経
路
を
確
認
し
把
握
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

建物内の安全な
場所に緊急避難

参
考
資
料
・
イ
ラ
ス
ト
提
供:

熊
本
県
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

―  特集  災害に備える  ―



がけ下や山すそに住んで
いる人は特に注意を！

注意
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　土砂災害は命に係わる重大な被害をもたら
します。
　梅雨や台風などで短時間にたくさんの雨が
降るときには特に注意が必要です。
　前兆現象を覚えておきましょう。

土砂災害
から身を守る

命に係わる災害
大雨情報に注意し早めの避難を !

土砂災害はこんな時に発生します

●大雨や雪どけ、地震、火山噴火
●梅雨時期や台風など雨の多くなる時期
●降水量が１時間に 20ミリ以上、
　または降り始めてから 100 ミリ以上

前兆現象を見落とさないで！

土石流 がけ崩れ 地すべり

長雨や集中豪雨によって、石や土砂
が水と一緒になって一気に下流へ
流れる現象。

【前兆現象】
●山鳴りがする。
●�川が急に濁り、流木などが混ざ
る。
●土臭いにおいがする。
●�雨が降り続いているのに川の水
位が下がる。

長雨や集中豪雨によって、斜面が急
に崩れ落ちる現象。

【前兆現象】
●がけから水が湧き出してくる。
●がけに亀裂が入る。
●がけから小石が落ちてくる。
●�がけから木の根の切れる等の異
様な音がする。
●家や擁壁、樹木や電柱が傾く。

地下水などが粘土のような滑り安
い地面にしみこんで、その影響で地
面が動き出す現象。

【前兆現象】
●沢や井戸の水が濁る。
●地面にひび割れができる。
●斜面から水が湧き出す。
●家や擁壁に亀裂が入る
●家や擁壁、樹木や電柱が傾く。

※�熊本地震により地盤が緩んでいる箇所もあり、通常よ
りも土砂災害が発生しやすい状況になっています。

―  特集  災害に備える  ―



危
険
を
感
じ
た
ら
警
報

や
勧
告
が
出
る
前
に

　
雨
に
よ
っ
て
災
害
が
発
生
し

そ
う
な
場
合
、大
雨
警
報
や
土

砂
災
害
警
戒
情
報（
※
）が
発
表

さ
れ
、避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ

ま
す
が
、危
険
な
兆
候
を
感
じ

た
ら
警
報
や
勧
告
を
待
た
ず
、

迷
わ
ず
安
全
な
場
所
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

　
が
け
下
や
山
す
そ
に
住
ん
で

い
る
人
は
、周
囲
の
状
況
変
化

に
特
に
注
意
し
、早
め
の
行
動

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※
土
砂
災
害
警
戒
情
報
と
は
、土
砂

災
害
の
危
険
が
高
ま
っ
た
場
合
に

熊
本
地
方
気
象
台
と
熊
本
県
が
共

同
で
発
表
す
る
も
の
で
す
。
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日
頃
の
備
え

迷
わ
ず
避
難

安
全
な
場
所
で
過
ご
す

　

日
頃
か
ら
、が
け
か
ら
離
れ

た
部
屋
や
２
階
で
過
ご
す
こ
と

が
重
要
で
す
。ま
た
、深
夜
の
集

中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、外
へ
避

難
が
で
き
な
い
場
合
の
緊
急
時

も
同
様
で
す
。

　
防
災
情
報
の
収
集

　
テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ・イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
警
戒・
気
象
情
報

や
土
砂
災
害
危
険
度
情
報（
８

㌻
参
照
）を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
の
危
険
箇
所

を
事
前
に
確
認

　

市
が
作
成
し
て
い
る「
防
災

マ
ッ
プ
」や
県
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト「
土
砂
災
害
情
報
マ
ッ
プ
」を

チ
ェ
ッ
ク
し
、自
分
の
家
が
土

砂
災
害
の
危
険
箇
所
に
あ
た
る

か
ど
う
か
を
把
握
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。危
険
箇
所
に
該
当
す

る
場
合
は
、事
前
に
避
難
場
所

や
避
難
経
路
を
家
族
で
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

お知らせ端末や防災行政無線の受信機をチェックしましょう

お知らせ端末や防災行政無線で警報や避難勧告、
避難所開設情報などを発信しています。
電源は常にオンにし、電池交換や不具合がないか
日頃からチェックしておきましょう。

お知らせ端末に関すること
問情報管理室　☎２２- ３２５３
防災無線に関すること
問防災対策室　☎２２- ３１１１

お
知
ら
せ
端
末

旧
一
の
宮
町
・
旧
波
野
村

防
災
無
線
戸
別
受
信
機

旧
阿
蘇
町

防
災
無
線
戸
別
受
信
機

 熊本県　土砂災害情報マップ 検索

―  特集  災害に備える  ―
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　情報収集は、防災対策の第一歩。
　最新の防災情報を入手し、現状把握や将来
予測により危険を察知し、避難のタイミング
を逃さないことが重要です。

事前に確認

防災情報
最新情報や地域の情報をしっかり入手

状況を把握し避難に備える！

対象地域 自主避難所 避難勧告・指示発令時に順次開設予定の指定避難所

一の宮地区 ●一の宮中体育館

●一の宮体育館　●一の宮小体育館　●一の宮中体育館
●坂梨公民館　●旧坂梨小体育館　●旧古城小体育館
●中通公民館　●中通体育館　●荻の草公民館
●農業構造改善センター　●かんぽの宿阿蘇 
●阿蘇中央高校阿蘇清峰校舎体育館

阿蘇地区
●農村環境改善センター（※）

●�阿蘇西小（阿蘇西校舎）体育館

●阿蘇体育館　●農村環境改善センター（※）　●阿蘇中体育館（※）

●旧深葉分校　●山田小体育館　●阿蘇小体育館
●旧乙姫小体育館 ●阿蘇西小（阿蘇西校舎）体育館
●阿蘇西小（尾ヶ石校舎）体育館（※）

●鷲の石公民館　●今町公民館　●阿蘇市コミュニティセンター
●赤水公民館　●永草公民館　●狩尾 1 区公民館
●狩尾 2 区公民館（※）　●跡ケ瀬コミュニケーションセンター（※）

●旧ＪＡ阿蘇尾ヶ石支所

波野地区 ●波野保健福祉センター

●波野体育館　●波野公民館　●波野保健福祉センター
●波野中体育館　●波野小体育館　●やすらぎ交流館　
●道の駅波野「神楽苑」　●農村婦人の家　●郷土芸能伝承館 

市内の自主避難所と指定避難所

※九州北部豪雨災害と同等以上（浸水の恐れがある）の場合には利用できません。

携帯電話やパソコンから入手できる防災情報

熊本県統合型防災情報システム

県内の警戒情報や気象情報、土砂災害危険度情報
等をリアルタイムに
確認できます。

熊本県防災情報ホームページ

県内の危険箇所等を確認することができます。

川の防災情報

河川の水位情報やライブカメラをリアルタイム
で確認できます。

熊本県防災情報メール

県内の防災情報発表された場
合に携帯電話に直ちにメール
配信されるサービスです。

阿蘇安心安全ネットワーク

阿蘇地域の災害情報をいち早
く携帯電話にメールをお届け
します。

お知らせ端末告知情報

市の『お知らせ端末』に配信さ
れる告知をスマートフォンで
も見ることができます。

 熊本県統合型防災 検索

 熊本県防災 検索

 川の防災情報 検索

―  特集  災害に備える  ―



非常持出品
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　いざ、急いで避難しなければならないとき、
何をどれだけ持っていくかとっさに判断でき
るものではありません。
　来たるべき災害に備えて、非常用品は日頃
から用意しておきましょう。

備えて安心

非常用品
普段から準備し、

持ち出しやすい場所に備える！

何
か
ら
始
め
る
？

自
宅
で
備
蓄
を

　
熊
本
地
震
で
は
、電
気・水
道

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害
や

物
資
供
給
の
停
滞
が
発
生
し
ま

し
た
。発
災
後
、自
宅
に
住
む
こ

と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、当
面
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、日
頃
か

ら
自
宅
で
生
活
す
る
上
で
必
要

な
も
の
を
備
え
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

無
駄
に
な
ら
な
い

日
常
備
蓄

　

こ
れ
ま
で
の
災
害
用
備
蓄

は
、乾
パ
ン
や
懐
中
電
灯
な
ど

普
段
使
わ
な
い
も
の
を
用
意
す

る
特
別
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。し
か
し
、日
頃
利
用

し
て
い
る
日
持
ち
す
る
食
料
品

（
イ
ン
ス
タ
ン
ト
や
乾
物
等
）や

生
活
必
需
品
を
少
し
多
め
に
購

入
し
て
お
く「
日
常
備
蓄
」な
ら

簡
単
で
無
駄
に
な
ら
な
い
備
蓄

が
で
き
ま
す
。

備蓄品

救助が届くまでの数日間（最低３日間）を自
給自足できるよう準備しておくものです。
災害後に取り出しやすく運びやすいよう
ケースにまとめ、倉庫、物置、キッチン、押入
れなどいくつかに小分けして備蓄しておく
と便利です。

避難するときにサッと持ち出すものです。これだけ
は最低限用意しておきましょう。
両手が使えるリュックサックなどを「非常用持出
袋」として準備しましょう。
家族構成などを考えた上で、必要なも
のを中に入れ、玄関など持ち出しや
すい場所に置いておきましょう。

非常持出品

貴重品類
□小銭
□預金通帳
□印鑑
□健康保険証・
　免許証等（コピー）

生活用品
□厚手の手袋
□毛布
□ライター・マッチ
□ナイフ
□携帯用トイレ
□ウェットティッシュ

非常食品
□乾パン
□缶詰
□栄養補助食品
□アメ・チョコレート
□飲料水

避難用具
□懐中電灯
□携帯ラジオ
□予備の乾電池
□ヘルメット・
　防災ずきん

救急用具
□お薬手帳
□胃腸薬・便秘薬・
　持病の薬
□生理用品

  衣料品
□下着・靴下
□長袖・長ズボン
□防寒用ジャケット・
　雨具

  その他
□携帯用カイロ

  食料品
□レトルト食品・アルファ米
□インスタントラーメン・カップみそ汁
□飲料水

生活用品
□給水用ポリタンク
□カセットコンロ
□ティッシュペーパー・ウエットティッシュ
□ラップフィルム
□紙皿・紙コップ・割りばし
□簡易トイレ
□水不要のシャンプー
□ビニール袋
□ロープ
□工具セット
□ほうき・ちりとり
□長靴

四
角
の
枠
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

非常用

※�飲料水とは別に、物を洗ったりトイレを流す
水も必要です。日頃からためておくなどして
備えておきましょう。

―  特集  災害に備える  ―


